
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
話
題

第
二
十
二
回
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
ロ
シ
ア
・
ソ
チ
に

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
人
間
の
力
で
制
御
で
き
な
い
よ
う
な
猛
ス
ピ
ー
ド

で
の
滑
降
・
滑
走
、
ま
た
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
の
よ
う
な
跳
躍
と
宙
返
り
、
さ
ま
ざ

ま
の
回
転
の
技
を
見
て
い
る
と
、
あ
る
い
は
夏
の
大
会
の
体
操
競
技
な
ど
も
そ

う
で
す
が
、
も
は
や
サ
ー
カ
ス
も
影
が
薄
く
、
人
間
の
能
力
は
ど
こ
ま
で
伸
び

る
の
か
と
い
う
気
が
し
ま
す
。
幼
少
時
か
ら
の
競
技
へ
の
取
り
組
み
と
身
体
づ

く
り
、
す
さ
ま
じ
い
ま
で
の
努
力
の
賜
物
で
し
ょ
う
。
能
力
の
限
界
に
挑
戦
す

る
選
手
ら
の
姿
を
讃
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

期
待
さ
れ
た
人
が
振
わ
ず
、
下
馬
評
に
上
っ
て
い
な
か
っ
た
人
が
好
成
績
を

残
す
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ド
ラ
マ
で
す
が
、
人
間
業
と
は
思
え
な
い
よ
う
な
技

を
披
露
す
る
選
手
ら
も
う
ら
若
い
青
少
年
で
あ
り
、
世
界
的
な
大
会
に
は
慣
れ

て
は
い
て
も
格
段
に
違
う
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
注
目
度
と
周
囲
の
期
待
が
大
き
な

重
圧
と
な
る
の
で
し
ょ
う
。
事
前
に

騒
ぎ
す
ぎ
て
期
待
通
り
の
成
績
が
残

せ
な
け
れ
ば
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
そ
の
も

の
の
の
た
め
に
も
良
く
な
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
な
か
で
も
、

周
囲
の
人
々
へ
の
感
謝
の
こ
と
ば
を

口
に
す
る
選
手
が
多
い
こ
と
は
ま
こ

と
に
有
難
い
こ
と
で
す
。

平
成
三
十
二
年
（
二
〇
二
〇
年
）

の
第
三
十
二
回
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
東
京
開
催
が
決
定
し
ま
し
た
が
、

本
年
は
昭
和
三
十
九
年
の
東
京
大
会

か
ら
五
十
周
年
に
な
り
ま
す
。
昭
和
二
十
年
の
敗
戦
か
ら
十
九
年
と
い
う
戦
後

復
興
が
画
期
を
迎
え
た
こ
ろ
で
し
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
の
準
備
と
そ
れ
に

合
わ
せ
た
数
々
の
事
業
は
高
度
経
済
成
長
の
ひ
と
つ
の
契
機
と
も
な
り
ま
し
た
。

こ
と
に
東
海
道
新
幹
線
の
開
業
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
会
式
の
わ
ず
か
に
九
日

前
の
十
月
一
日
、
滋
賀
県
で
は
琵
琶
湖
大
橋
の
開
通
は
こ
の
直
前
の
九
月
二
十

七
日
の
こ
と
で
し
た
。
開
会
式
の
十
月
十

日
は
晴
天
の
確
率
が
特
別
に
高
い
晴
の
特

異
日
と
い
わ
れ
る
日
を
選
ん
だ
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
日
が
後
に
体
育
の
日
と

し
て
国
民
の
祝
日
と
さ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
と
健
康
の
増
進
に
資
す
る
日
と
な
っ

た
の
で
し
た
。

昭
和
十
五
年
と
い
え
ば
、
近
江
神
宮
の

御
鎮
座
の
年
で
す
が
、
こ
の
年
に
東
京
で

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。
日
支
事
変
の
深
刻
化
に

伴
い
準
備
も
滞
っ
て
、
開
催
を
返
上
す
る
こ
と
に
な
り
、
振
り
替
え
ら
れ
た
ヘ

ル
シ
ン
キ
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
開
戦
の
た
め
中
止
と
な
っ
た
の
で
す
が
、
こ
の

年
は
、
東
京
で
第
十
二
回
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、
札
幌
で
第
五
回

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、
ま
た
東
京
で
万
国
博
覧
会
も
開
催
さ
れ
、

こ
れ
ら
に
合
わ
せ
て
テ
レ
ビ
の
本
放
送
も
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
テ
レ
ビ
放
送
は
戦
火
の
た
め
、
十
三
年
遅
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
す
。

（
昭
和
二
十
八
年
本
放
送
開
始
）

太
陽
暦
百
四
十
年

昨
年
は
、
明
治
五
年
の
改
暦
に
よ
っ
て
新
た
な
太
陽
暦
の
暦
年
が
始
ま
っ
た

明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
よ
り
百
四
十
周
年
の
年
で
し
た
。
明
治
五
年
十
一
月

九
日
の
太
政
官
布
告
に
よ
り
、
来
る
十
二
月
三
日
を
明
治
六
年
一
月
一
日
と
し
、

近
江
神
宮
日
供
神
饌
講

新
版
第
十
八
号

平
成
二
十
六
年
三
月
十
日

第18回東京オリンピック記念切手

琵琶湖大橋開通式修祓の模様
（近江神宮から出向奉仕しました）



太 陽 暦 を 採 用 す る と 発 表 さ れ ま し た 。 同 時 に そ れ ま で の 、 季 節 に よ

っ て 時 間 の 長 さ が 変 る 不 定 時 法 を 廃 止 し て 、 現 在 と 同 じ 定 時 法 を も

っ て 時 刻 を 表 わ す こ と に な り ま し た 。 官 公 庁 ・ 学 校 ・ 軍 隊 な ど で は

直 ち に 太 陽 暦 に 移 行 し ま し た が 、 特 に 当 時 の 国 民 の 大 半 で あ っ た 地

方 農 漁 村 に は な か な か 浸 透 せ ず 、 明 治 四 十 二 年 ま で は 官 暦 に も 旧 暦

の 日 付 を 併 記 せ ざ る を 得 な い の で し た 。 そ の 後 も 地 方 で は 旧 暦 の 習

慣 は 根 強 く 、 戦 後 に な っ て も 伝 統 的 な 行 事 な ど は 旧 暦 で 行 わ れ た も

の も 多 か っ た の で す が 、 昭 和 三 十 年 代 以 降 の 高 度 経 済 成 長 に よ り 全

国 的 な 都 市 化 、 人 口 の 流 動 化 、 ま た 情 報 化 と と も に 文 化 的 な 面 で も

全 国 一 元 化 が 進 み 、 伝 統 行 事 も 多 く は 太 陽 暦 に 移 行 し 、 そ れ と と も

に 陰 暦 は 忘 れ ら れ 、 伝 統 行 事 そ の も の に も 関 心 が 薄 れ て い き ま し た 。

平 成 に 入 る と 経 済 偏 重 へ の 反 省 や 伝 統 文 化 の 衰 退 へ の 危 機 感 か ら 、

旧 暦 の 良 さ が 再 認 識 さ れ る よ う に な り 、 近 年 は 一 種 旧 暦 ブ ー ム と い

わ れ る よ う な 状 況 と な っ て い ま す 。 （ 旧 暦 は 季 節 感 に 合 っ て い る な

ど と い う 誤 解 も 多 い の で す が ）

明 治 初 年 、 太 陽 暦 採 用 に 際 し て ヨ ー ロ ッ パ の グ レ ゴ リ オ 暦 そ の ま

ま の 暦 で は な く 、 立 春 を 元 日 と す る 太 陽 暦 を 採 用 し よ う と す る 意 見

も あ り ま し た 。 先 進 諸 国 と 異 な る 暦 を わ ざ わ ざ 採 用 す る の は 非 現 実

的 で は あ り ま し た が 、 当 時 の 国 情 か ら い え ば 、 従 前 の 生 活 や 生 業 と

の 連 続 性 や 季 節 と の 正 確 な 適 合 と い う 点 で も 、 そ の 方 が 無 理 が な か

っ た と も い え ま す 。

そ し て 太 陽 暦 採 用 後 の 官 暦 に は 十 二 直 や 二 十 八 宿 、 そ の 他 の 吉 凶

に 関 す る 暦 註 は 文 明 開 化 を 妨 げ る も の と し て 記 載 さ れ ず 、 吉 凶 を 知

る た め に な か ば 非 合 法 で あ っ た 民 間 の 暦 が 盛 ん に 発 行 さ れ ま し た 。

六 曜 ・ 九 星 ・ 三 隣 亡 （ 三 輪 宝 ） な ど 、 現 代 に 一 般 に 知 ら れ る 暦 註 の

多 く は 、 江 戸 時 代 以 前 に 起 源 は さ か の ぼ る も の の 江 戸 時 代 の 暦 に 記

載 さ れ る こ と は な く 、 明 治 以 後 、 太 陽 暦 の 時 代 に な っ て 盛 ん に 行 わ

れ る よ う に な っ た も の で す 。

「 近 江 三 都 物 語 」

近 江 八 幡 市 ・ 安 土 城 跡 に 隣 接 す る 安 土 城 歴 史 博 物 館 で は 、 「 近 江

三 都 物 語 」 と 題 し て 、 い ず れ も 短 期 間 な が ら 近 江 国 に 置 か れ た 三 つ

の 都 、 天 智 天 皇 の 大 津 宮 を

は じ め 、 奈 良 時 代 の 聖 武 天

皇 の 紫 香 楽 （ し が ら き ） 宮 、

同 じ く 奈 良 時 代 の 淳 仁 天 皇

の 保 良 （ ほ ら ） 宮 の 都 跡 の

出 土 遺 物 と 関 連 文 化 財 を 展

示 す る 企 画 展 が 四 月 六 日 ま

で 開 催 さ れ て い ま す 。 そ の

中 で 天 智 天 皇 の 勅 願 寺 で あ

る 崇 福 寺 塔 跡 か ら 出 土 し 、 近 江 神 宮 所 蔵 （ 京 都 国 立 博 物 館 寄 託 ） の

国 宝 で あ る 『 舎 利 容 器 』 が 出 品 さ れ て い ま す 。

春 か ら 初 夏 の 祭 典 ・ 行 事

三 月 十 七 日 午 前 十 一 時 祈 年 祭

四 月 二 十 日 午 前 十 時 例 祭 勅 使 参 向

四 月 二 十 日 午 後 二 時 近 江 ま つ り 子 供 み こ し 渡 御

五 月 十 七 日 午 前 十 一 時 崇 福 寺 鎮 魂 供 養 祭 （ 崇 福 寺 跡 に て ）

六 月 九 日 午 前 十 時 献 茶 祭

六 月 十 日 午 前 十 一 時 漏 刻 祭

六 月 二 十 二 日 午 前 十 一 時 献 菓 献 煎 茶 祭

六 月 三 十 日 午 前 十 一 時 日 供 神 饌 講 講 社 大 祭 饗 宴 祭

六 月 三 十 日 午 後 四 時 大 祓 式

講 社 通 信 は 近 江 神 宮 ホ ー ム ペ ー ジ で カ ラ ー で 見 ら れ ま す 。

http://www.oumijingu.org/ 「 日 供 神 饌 講 」 ペ ー ジ


